
2025 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  
 

 

ふりがな にんいだんたい まなていのわ おかやま ばりあふりいぷーるぷろじぇくと 

団体名 任意団体「まなてぃの輪」岡山バリアフリープールプロジェクト 

代表者名 長尾 優子 

連絡先 

住所 倉敷市鳥羽４４０－８ 

TEL ０９０－９４６６－１４３０ 

E-mail manatus731@gmail.com 

URL https://www.facebook.com/share/GfNwktdhckcCdVsE/ 

設立年（西暦） 2024 年 

助成活動名 プールに入りづらいと感じている障害者やその家族を中心としたバリアフリープールデイの開催 

助成額    1,1０8,700  円 

活動内容 

目的 

 岡山県内にはプール施設が約 90 箇所あり、人気とする施設の 1 つですが、障がい
者の母親からは「息子はプールが大好きだけど、周囲の視線が気になるので、兄弟
で諦めているや、「水泳を習いに通ったが、迷惑をかけていたので途中で辞めてし
まった」との声を耳にし、このような思いのある障がい児・者本人やその家族の声
が知られていない現状がある。 
 このような中、福岡県田川市の市民プールではバリアフリーデイの大規模開催が
行われ、大阪など他県には障がい者の水泳指導を専門とする団体があり、障がいの
ある方でもプールを楽しんだり水泳指導を受けたりすることを可能にしている。県
内においても、早急にこのような取組が必要と考えており、バリアフリープールデ
ィの開催に賛同を得ている和気鵜飼谷温泉の温水プール施設で進めていき、「プー
ル専用車椅子やマット等の必要備品」の導入や「安全・専門性を高める研修とスタ
ッフの確保」、そして「楽しめるイベント」を計画していくところからである。こ
の取り組みがきっかけとなり、開催回数や募集人数を増やし、さらには県内の他の
プール施設においても同様な取り組みが広がっていくことを切に望んでいる。参加
者にはプールに入ることで、非日常的な心身のフリーを体感できるようにする。 

内容 

対象：車椅子ユーザー等一人でプールに入るのが難しい方や様々な事情でプールに
入ることを諦めている方およびその家族、関係者 １６組程度募集 
参加費：一組５００円（保険料込） 
・障がいの程度や体調等を考慮し、プールをエリアに分け、水泳指導や巨大滑り
台・浮島、ボール、リラックス等の好きなことを体験できるようにする。プールサ
イドでは縁日も実施し、非日常を味わえるようにする 
・参加者の障がいの種類や実態を考慮し、２部制・１時間交代で実施 
・申込時の事前アンケートで、常時付添希望の有無を答えてもらえるようにする。
また、障がい種やてんかんの有無、プール経験などにも答えていただき、双方が安
心できるようにする。 

 

当初の

計画か

らの変

更点 

 
ミーティングや参加者を募るうちに、スタッフの増員、備品の購入、福祉バス
ではなく介護タクシーに、担当講師の変更をした。 
備品の大きな追加としては、マット（プールサイドがすべりやすい点と、視力
の悪い方でも視覚的に移動しやすかったという意見あり）、スイムキャップの
購入（スタッフと障がい当事者、同伴者のキャップの色を区別しておくことで
視覚的に分かりやすかったとの意見があり行ってよかった）、専用のおもちゃ
など多くを追加した。 
講師は京都在住の日本パラアースティックスイミング協会の会長に来ていただ
き、イベント前日に研修を実施し当日もフリーで多くの参加者のサポートやリ
ラックス体験に従事していただいた。 
より安全で安心な運営のために、理学療法士や看護師などの有識者スタッフを増員
した。 
 



成果 

総勢７８名、参加者１７組（４４名）、スタッフ２６名＋ご家族８名子どもとプ
ールに入る機会のない車椅子ユーザーのママや３０年ぶりにプールに入られる方、
事故後頸椎損傷となり初めてプールに入られる方など、香川県や広島県からも参加
してくださった 
京都や兵庫から駆けつけてくださったスタッフもいた 
スタッフには、水泳指導者、理学療法士、ライフセーバー、看護師、特別支援
学校教師など豪華なメンバーが揃っており、参加者の方から、スタッフが多く
安心して参加できたとの多くの声をいただくことができた 
家族や兄弟でプールやイベントを楽しむことができて、是非また参加したいと
いう意見が大変多かった 
このイベントをきっかけに、プールを継続してやりたいという意見もあった 
スタッフの多さから親が一緒に入水しなくても（できなくても）障がいのある
子どもが安心して楽しむ様子見ることができたことが嬉しかったという意見も 
スタッフがマンツーマンで付いてくれて、子供が楽しむ様子をプールサイドな
がめることができて良かったとも 
一般的なプールにはない、大人も滑り台や浮き具でたのしむことができ、スー
パーボールすくいも体験できてとても充実していたとも 
初めて水泳指導を受けることができて、習いにいきたいと考えるようになった
方もいた 
後日、カメラで撮った写真データをお送りすると、皆さん、とても良い思い出にな
ると喜んでもらうこともできた。家族で更衣することができて良かったとの意見
も多かった 
車椅子専用駐車場も台数分確保し、駐車場誘導係も設けたことで、スムーズに
受付まで来ていただくことができた 
公式 LINE やメールで問い合わせも対応でき、参加者とスムーズにやり取りする
ことができた 

今後の課題と対

応策 

来年度も同じ施設で実施予定のため 
1 階の更衣室について 
プールが１階にあり更衣場所が２階にある施設だが、階段の利用が難しい方には１階に更衣場
所を確保した（最大４箇所）そのため、サウナや廊下を区切り更衣場所とした。そのため、サ
ウナでの着替えはかなり暑かった、暖房が効かず寒かったとの声があり、温度調整が課題とな
った→サウナはスイッチをオフにしておくことと影になる更衣場所には早めに暖房を入れてお
くなど、室温を意識し安全に更衣ができるようにする。 
区切るためにパーテーションを使用していたが、そのパーテーションにつかまり、大きく転倒
したとの声がアンケートで届いた→パーテーションに替わる倒れにくいものも購入しそれで区
切るかパーテーションに注意喚起の張り紙をすることで安全に更衣できるようにする。 
荷物をどこに置いたら良いかの問い合わせが多かった。ロッカー数が限られているため(2)、大
きな荷物や貴重品の置き場の確保が必要→荷物置き場用のテーブルやシートを用意して表示す
ることや可能な方は 2 階更衣ロッカーの案内することで、安心して保管できるようにする。 
備品について 
水色の薄いマットの上を歩き尻もちを付いた方がいた→かなり滑りやすいため使用禁止にする 
乗るタイプの大きな浮き輪は、乗る際には注意（落ちて角に頭を打つ可能性がある）→使用禁
止か人気ではあるため常時入水スタッフが傍にいて事故のないようにする 
 
今年度同様規模のスタッフの確保を行う 
 
参加者の募集方法については、参加者から誘ってもらうようお声がけをすることや特別支
援学校にチラシの配布願いをする 
 
今後、実施回数を増やしたり、他の施設で貸切開催が可能なのかを考えていくとともに、
まずは、このような活動をしていることを県内のプール施設や介護・福祉・医療の関係者
に広める活動を積極的に行う。また、今年度初めて、かがわ総合リハビリセンターで障が
い者手帳を持っている方限定のプールイベントもあるため、実施形態を伺ったり連携でき
ることがないかを相談させてもらったりして、岡山県でも広めていけるように地道な努力
を続けていきたい。 

 



写真の提出 

 

 

賑やかで笑顔と活気にあふれる会場       初めてスーパーボールすくいに挑戦 

 

 

マットで動線が分かり、巨大滑り台や滑り台、浮き具が多くある楽しめるプール会場 

 

 

 

 

 

 



 

ニュースで放映されました！     ３０年ぶりにプールに入られた方も。安全のた

め、ヘルメットとライフジャケット着用（希望あ

り）。お母さまも見守りとても嬉しそうでした。

深いプールでも楽しめました。 

 

 

豪華なスタッフ。すぐに反省会を行った後の集合写真 

 


